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TEM図を作成した（図 3 , 4 ）。TEAの用語と
本研究における意味は表 1 の通りである。
TEM図の左側面に記載した第 1 層は 4 名の
辿った「行動・出来事」を、第 2 層は行動に影
響を与えた「促進的記号」となる思いや感情を、













































（男性 1 名、女性 3 名）を対象に、半構造化面


































































































































































































































































































































実習が始まる 3 年次には、 4 名とも病状が
落ち着いており、体調不良時や自分の課題につ
いて対処することができていた。通院期間も月
1 回～数カ月に 1 回と、実習に影響のない間
隔となっていた。
実習前には、4 名とも乗り越えられるだろう
かという不安や初めての実習の緊張もあった
が、オリエンテーションで自分の課題（何度も
聞くことがある、名前が覚えづらいなど）を実
習先に伝え、理解を得て実習を全うしている。
「実習前に自分の病気や障害について実習先に
知ってもらうこと」は、安心して実習に取り組
み、実り多い実習を行える大きな要素であるこ
とが明らかになった。したがって、養成機関は、
実習配属時に実習先に本人の了解を得た上で精
神疾患のことを伝え、オリエンテーションなど
で実習前に本人が実習指導者と十分に話し合え
る時間がとれるよう調整し、必要であれば実習
先訪問前に本人がしっかり伝えられるよう課題
を一緒に整理するなどのサポートを行うことが
求められる。また、実習先も実習前に本人の話
を聴く時間を十分に用意し、本人の課題を理解
し、実習目標がかなえられるようにプログラム
を組んでいくことが必要となる。
SGとして整理したものは、精神疾患を有す
る学生にとって必要な配慮というよりも、全て
の実習生にとって支持的な環境だと言える。ど
のような実習生に対しても、オリエンテーショ
ン時に本人の不安や心配を聴き、その対応を検
討し、目標が現実的にかなえられる実習プログ
ラムの作成、実習中の見守り、毎日の振り返り
にて適切な助言や指導を行うことが必要とされ
る。指導者としては、精神疾患を有する学生に
対して、内省を求める指導に躊躇することも考
えられるが、協力者からは実習での指導が仕事
に就いてから活かされたと語られた。実習に取
り組める学生であれば、真摯に自分に向き合い
考察することは対人専門職として必要なことで
ある。
協力者からは、利用者からの肯定的フィード
バックによって、自信を得たことが語られた。
それは、協力者の実習における真摯な姿勢や当
事者ゆえの対等性や共感力の高さなどがプラス
に働き、利用者の信頼を得たことの表れではな
いかと考えられる。また、 4 名とも実習を無事
終了したことにより達成感が得られ、福祉の仕
事を目指す自信になったと話していた。そのこ
とから、実習修了が将来の進路を決める分岐点
になっていることが理解できた。社会福祉士・
精神保健福祉士の仕事を目指すかどうかは、障
害を持つ持たないに関わらず、実習を経てから
現実的に検討する学生が多い。精神疾患を有す
る学生にとって実習は必須通過点で示した文字
通り、大きな関門になっているのではないかと
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思われる。精神疾患ゆえの体調の波や疲れやす
さ、精神的な負担などから乗り越えられるかわ
からない程の大きい関門であっても、実習一日
一日の取り組みとスタッフ・利用者からの
フィードバックをもらい、学びを積み重ね、家
族や教員・同級生のサポートを得て、乗り越え
られたときは仕事を現実的に考えられる自信が
ついてくるのだと思う。したがって、実習を終
えることは、精神疾患を有する学生にとって、
将来に向けた大きなステップになると考える。
（４）福祉職を目指すが難しさを感じる
協力者は、これまで苦労して頑張ってきた取
り組みを国家試験の勉強で発揮し、合格した。
しかし、就職に関しては壁を感じながら、取り
組んでいた。「障害をオープンにした上での就
職の選択肢の少なさと難しさ（SD）」は残念な
がら壁となって存在している。障害者差別解消
法施行や平成30年 4 月の精神障害者の雇用義
務化など法律は整いつつあるが、理解があるは
ずの福祉分野で、偏見などの職場の理解不足に
よって精神疾患を有する専門職の入職がなかな
か進まない現状がある。当事者体験のある専門
職の有用性が広く知られるようになり、雇用が
進むことが福祉サービスの質の向上のためにも
必要であると考える。
（５）自分らしい人生を歩む
協力者は、就職し、初任者が経験する様々な
困難を体験しながらも、当事者ゆえの対等性と
共感力、真摯な姿勢によって同僚や利用者の信
頼を得て、仕事を継続していることが明らかに
なった。特に、協力者より「障害者だからと我
儘を通そうとされると腹が立って時折けんかに
なった」という話を聞き、職員として「配慮」
して大目に見てしまいがちなところ、対等な立
場性が徹底されていることに感銘を受けた。さ
らに、自分の体験を振り返り、「自分だったらこ
う言われて良かった。こうしてほしい。」と考え
ながら、利用者に寄り添った言葉や姿勢を貫け
ることも当事者体験のある支援者の強みであ
る。利用者の主体性と対等性を大事にした関わ
りは、養成機関で福祉を学ぶ学生に繰り返し伝
えていることである。しかし、障害を持つ利用
者は支援を受ける配慮をしなければならない人
と思うパターナリズムは福祉を学ぶ学生だけで
なく、医療や福祉分野で専門職として働いてい
る人にも根強くあるように思う。当事者体験の
ある社会福祉士・精神保健福祉士から、専門職
の人達が学ぶことは多いはずである。本稿にお
いても、前出の柿本の研究による「障害を持つ
学生が『社会福祉援助の主体者』として、福祉
専門職を目指すことは、同じ当事者としての視
点から利用者にとって有意義であること12）」が
同様に示唆された。これから、精神疾患を有し
社会福祉士・精神保健福祉士として仕事をする
人達が増え、彼らの実践を周囲の専門職が学
び、福祉分野のサービスの質の向上につながっ
ていくことを今後期待したい。
一方で、ソーシャルワークを学び途中で進路
変更をする、または福祉の仕事を経験し辞める
という自己決定も大事である。2 名の協力者は
迷いもあったと思うが、仕事を辞めることにつ
いて、自分らしく納得のいく決断をしたと感じ
た。彼らの自己決定を家族や主治医など周囲が
見守り、支えていた。養成機関の授業や実習そ
して仕事に就いてからも、自分の病気や障害に
向き合い、つらい気持ちや体調不良で続けられ
ない当事者もいるだろう。そのような時に、自
分の進路を再考し、続けるか、辞めて進路変更
するか、という自己決定をし、自分らしく歩め
ることが大切である。病気や障害と離れた仕事
に就く方が自分らしくいられることもある。
ソーシャルワーカーとして仕事をしてもしなく
ても、自分らしい人生を歩んでいってほしいと
改めて感じた。
６．まとめ
精神疾患を有した学生が福祉職に就くには、
実習中に利用者からの肯定的フィードバックを
得る、実習課題を達成したなどを経験し、「実習
を終え、自信を得る」ことが大切な要素である
と明らかになった。そして、実習を全うするに
は「実習前に自分の病気や障害について実習先
に知ってもらうこと」が必要であった。SGとし
て多く見出だされたものは、精神疾患を有する
学生に必要な特別な配慮というよりも、全ての
実習生にとって必要と言えるものであった。ど
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のような実習生に対しても、オリエンテーショ
ン時に本人の不安や心配を聴き、その対応を検
討し、目標が現実的にかなえられる実習プログ
ラムの作成、実習中の見守り、毎日の振り返り
にて適切な助言や指導を行うことが、強いては
精神疾患を有する学生にも支持的な環境につな
がると考えた。養成機関としては、本研究で明
らかになったサポート要因を踏まえて実習先と
の調整・連携を密に行い、本人の持つ力を信じ
て見守り、実習支援を行っていくことが必要で
ある。
協力者は、実習や仕事で、当事者ゆえの対等
性と共感力、真摯な姿勢によって、利用者や同
僚の信頼を得ていた。精神疾患を有する学生が
ソーシャルワーク専門職を目指すことは、利用
者と対等で共感力の高い支援者になれる可能性
がある。当事者経験のある強みを持ったソー
シャルワーカーを育てて社会に送り出すことも
これからの養成機関に求められるのではないか
と感じている。
今後は協力者を増やして引き続きインタ
ビュー・分析を行い、径路の類型化を試み、実
習指導者へのアンケートやインタビューなど、
さらに精神疾患を有する学生のソーシャルワー
ク養成教育について多角的に研究を進めていき
たいと考えている。
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